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研究成果の概要（和文）：	 
	 環境ストレス耐性組換え体について、樹木はユーカリ、作物はジャガイモを用いて学術研究
に関わりリスク評価,	 管理とリスクコミュニケーションの流れを体系化することを目指した。
リスク評価について個別の実験研究を行い、検証を行った。ユーカリの隔離ほ場での第１種使
用規程承認申請に関わり、全体の枠組みを試行した。また、これらの経験について海外諸国で
の実情と今後の海外での応用協同研究の可能性について基盤を調査した。	 
研究成果の概要（英文）：	 
	 	 The	 research	 was	 aimed	 at	 establishing	 a	 system	 for	 academic	 research	 on	 risk	 assessment,	 
management	 and	 communication	 on	 abiotic	 stress	 tolerant	 transgenic	 organisms	 using	 
eucalypts	 and	 potatoes	 as	 tree	 and	 crop	 representatives,	 respectively.	 Individual	 
experiments	 were	 done	 on	 the	 risk	 assessment	 methodologies	 with	 applicability	 
consideration.	 Integration	 of	 all	 aspects	 was	 tested	 for	 Type	 I	 application	 to	 MEXT	 for	 
an	 isolated	 filed	 trial.	 Using	 the	 outcome,	 we	 have	 surveyed	 the	 status	 and	 interest	 of	 
the	 research	 institutions	 overseas	 for	 future	 joint	 international	 collaborative	 research	 
in	 order	 to	 identify	 feasibility	 of	 application	 of	 our	 experimental	 outcome.	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１．研究開始当初の背景	 
	 遺伝子組換え体(LMO)の取り扱いは、2004
年より法制化されているが、大学等における
基礎研究では、遺伝子組換え体の利用を支
援・促進する形でのほ場試験やこれを支援す
るリスク評価の技法や評価・管理系の体系化
はまだない。実施事例が構築されないと関わ
る申請手続きや実際の生物多様性影響評価
項目と対応する技法の体系化、規制緩和及び
簡易化は進展しない。社会対話も含め様々な
理解が促進されず専門家も育たなく、国内の
ほ場栽培試験等や社会理解はますます停滞
して行く。リスクコミュニケーションについ
ても、2004 年に文部科学省から全国大学等
44 の教育研究機関に遺伝子組換え体安全管
理について指導があった。大学等での理解の
不充実と停滞あり、これは改善著しくない。
大学等基礎研究機関での、遺伝子組換え植物
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のリスク安全性管理と第一種使用等に向け
たリスク管理（評価、管理、コミュニケーシ
ョン）のノウハウ化も迅速に必要である。	 
２．研究の目的	 
1)環境ストレス耐性組換え体についてのア
レパシー性評価法の標準化と体系化推奨；	 
2)樹木等他植性植物での生殖質浸透につい
ての評価法の標準化と体系化推奨；	 3)土壌
微生物多様性評価法の標準化と体系化推奨；	 
4)遺伝子組換え植物での遺伝子発現等の形
質評価の標準化推奨；	 5)環境ストレス耐性
組換え体についてのリスク評価事例の構築；	 
6)国際競争力確保を目指したほ場評価実施
事例の構築を行う；	 7)上記においてリスク
評価やほ場試験を海外共同研究機関で実施
し、カルタヘナ議定書第８条に基づく事例の
構築を行う；	 8)リスク管理とリスクコミュ
ニケーッションの連携の体系化指標の推奨；	 
9)上記を総じてかつ国際比較による遺伝子
組換え体のリスク評価、管理及びコミュニケ
ーションの体系化を推奨；10)上記総括した
大学等教育研究機関での指標・標準化を提言	 
３．研究の方法	 
遺伝子組換え体安全性研究の科学技術や管
理,	 海外植栽の手続き及び生命倫理の観点
を俯瞰し助言する推進委員会を毎年開催。	 
	 実験研究については、材料は次の通りとす
る。A)	 前回基盤 A で先行し、筑波大学で隔
離ほ場にて第一種使用を行っている choline	 
oxydase遺伝子(codA)を導入した Eucalyptus	 
camaldulensis の 3 系統；B)	 同様に H20 年３
月に第一種使用を始めた codA	 E.	 globulus	 
の 3 系統;	 C)	 第一種使用を申請準備中の	 マ
ングリン導入 Eucalyptus	 camaludlensis５系
統,	 D)	 第一種使用を申請準備中の DREB1A1
を導入したジャガイモ系統やマングリンあ
るいは codA を導入した系統群などを特定網
室及び隔離ほ場で試供する。ジャガイモは，
菊池が主体的に担当し，樹木類は渡邉が担当
する。A)／B)についてはモニタリング管理を
主体とし、C)/D)はリスク評価を主体とする。	 
４．研究成果	 
H21(2009)	 
1.	 先攻研究から継続してきた耐塩性ユーカ
リ(E.	 camaldulensis)について、隔離ほ場で
の対塩性評価を実施し、非組換え体と比べ土
壌微生物などの生物多様性に影響するおそれ
のないことを認めた。本件は樹木の組換え形
質の日本で初めてのほ場評価例である。	 
2.	 耐塩性ユーカリ(E.globulus)について隔
離ほ場での形質評価を実施した。土壌等の生
物多様性影響評価を継続し、非組換え体と比
較しての実質的同等性の確認をした。	 
3.	 低温耐性誘導遺伝子(des9)を導入したユ
ーカリ及び耐塩性ジャガイモ(DREB1A)につい
て、生物多様性影響評価を特定網室で実施し
、第一種使用規程承認申請の準備とした。	 
4.JSPSからの他の助成と協同し、生物多様性
条約カルタヘナバイオセーフティー議定書の
第３回教育会議を筑波大学にて開催し、リス
ク評価等の国際教育協力の基盤を作った。	 
5.アフリカ開発銀行と日本政府のG8サミット
での筑波大学当該研究グループへの勧奨を受
け、アフリカでのGM樹木栽培の可能性検討国
際会議を筑波大学で行い、今後のアフリカで
の調査研究の計画を検討した。	 
5.	 前述４と前後して他資金等も利用し海外
の教育・研究機関を訪問し、リスク評価・管
理等の現状の視察を行った．ベトナム熱帯生
物学研究所、タイカセサート大学、マレーシ
ア国立大学３大学等との協力促進で、アジア
の現状の整理を始めた。	 
6.	 前述5のアジア研究機関等から研究者を別
資金で招聘し、リスク管理・リスクコミュニ
ケーションについての情報整理を進めた。	 
7.	 生物多様性条約のコロンビアにての作業
部会	 (H22.3 月)に MEXT 研究振興局ライフサ
イエンス課の勧奨により参加し、生物多様性
条約カルタヘナ議定書に関わる知的財産と
リスク評価における情報不開示の不整合性
についての問題点を調査した。	 
H22(2010)	 
1.耐塩性ユーカリ(E.	 camaldulensis)につい
て、新規に作成された系統を評価実施した。
塩ストレス条件下で、先行研究から継続の非
組換え体と比べ土壌微生物などの生物多様性
に影響するおそれのないことを認めた。	 
2.	 耐塩性ユーカリ(E.globulus,	 codA)につ
いて隔離ほ場での形質評価を継続した。土壌
等の生物多様性影響評価を継続し、環境への
非組換え体と比較しての実質的同等性の確認
をした。バイオマス生産性について早い成長
が定性的に認められた。	 
3.	 低温耐性誘導遺伝子(des9)を導入したユ
ーカリ及び耐塩性ジャガイモ(DREB1A)につい
て、それぞれ生物多様性影響評価を特定網室
において実施し、第一種使用規程承認申請に
必要なデータを前年度に続き集積し、des9	 
ユーカリは第一種使用規程承認申請した。	 
4.生物多様性条約のCOP-10事前準備会合（７
月モントリオール）及びカルタヘナバイオセ
ーフティー議定書の第２回リスク評価専門家
会議（４月スロベニア）に参加し、リスク評
価世界共通基盤の策定に貢献した。	 
5.アフリカ開発銀行(AfDB)と日本政府のG8サ
ミットでの筑波大学当該研究グループへの勧
奨を受け、AfDB支援によりアフリカでのGM樹
木栽培の可能性検討についてケニア、ルワン
ダ，ガーナ、ベニン、チュニジアにおいて調
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査研究を実施した。	 
6.	 前述４と前後して他資金等も利用し海外
の教育・研究機関を訪問し、リスク評価・管
理等教育の交流促進をタイカセサート大学、
マレーシア大学３大学等との協力で行った。	 
7.海外研究機関等から研究者を別資金で招聘
し、リスク管理・リスクコミュニケーション
についての情報整理と意見交換を進めた。	 
8.	 年度末１月に推進委員会で上述の当年度
まとめと翌年度の実施計画の検討を行った。	 
H23(2011)	 
1.耐塩性ユーカリ(E.	 camaldulensis)につい
て,	 新規に作成された系統を評価推進した.	 
再度第１種使用規程承認を申請しほ場評価
を行う準備をした。	 ジャガイモについても
同様に、第１種使用申請の基盤を２ケース
(耐塩性及び高温ストレス耐性)の準備した。	 
2.	 耐塩性ユーカリ(E.globulus,	 codA)につ
いて隔離ほ場での形質評価を終了した。	 
3.	 低温耐性誘導遺伝子(des9)を導入したユ
ーカリについて,	 第一種使用を実施開始。	 
4.カルタヘナバイオセーフティー議定書の
第３回リスク評価専門家会議（６月メキシ
コ）に参加し,	 リスク評価世界共通基盤の策
定推進と実施に貢献した。	 生物多様性条約
の作業部会（６月モントリオール）にも続け
て参加し，当該分野の実用化へ大枠のスキー
ムを体系化検討する意見収集を行った。	 
5.アフリカ開発銀行(AfDB)の支援でケニア,	 
ルワンダ，ガーナ,	 ボツワナにおいて遺伝子
組換え樹木利用の調査研究を推進し,	 カル
タヘナ議定書第８条に基づく事例の構築の
基盤検討と遺伝子組換え体のリスク評価,	 
管理体系化の試用検討を行い,	 ボツワナに
おいて今後の制度適用の助言を行った。	 	 
6.	 前述４と前後して他資金等も利用し海外
の教育・研究機関（マレーシア,	 タイ,	 イン
ドネシア,	 パキスタン,	 メキシコ,	 フィン
ランド）を訪問し,	 リスク評価・管理等の教
育の交流促進を推進した。	 
7.海外研究機関等から研究者(パキスタン、
タイ、米国)を別資金で招聘し,	 リスク管
理・リスクコミュニケーションについての情
報整理と意見交換を推進し,	 大学等教育研
究機関での指標・標準化を検討した。	 
H24(2102)	 
	 1.耐塩性ユーカリ(E.	 camaldulensis,	 
codA)について、新規に作成された系統の評価
をまとめた。本件は耐塩性ユーカリ(E.	 
camaldulensis,	 mangrine)とともに第一種使
用規程承認の申請の調整を文部科学省と開始
。；2.	 低温耐性誘導遺伝子(des9)を導入した
ユーカリについて、第一種使用での評価を継
続し、第一種使用規程の拡張申請調整を文部
科学省と開始。；3.カルタヘナバイオセーフテ
ィー議定書の第４回リスク評価専門家会議（
６月カナダ）に参加し、リスク評価世界共通
基盤の策定推進と実施にさらに貢献し、本件
は１０月の締約国会議で報告された。；	 4.
中南米の調査研究についてメキシコ訪問調査
。カルタヘナ議定書第８条に基づく事例の構
築の基盤検討と遺伝子組換え体のリスク評価
、管理及びコミュニケーションの体系化検証
を行った。	 ；	 5.	 べトナムでバイオセーフ
ティーワークショップを５月ホーチミンで開
催した。；	 6.	 他資金等でタイ、ラオス、イ
ラン等海外の教育・研究機関を訪問し、リス
ク評価・管理等の教育の大学等と協力推進。
；	 7.リスク管理・リスクコミュニケーショ
ンを整理し、大学等教育研究機関での指標・
標準化検証。その多くは、カルタヘナ議定書
のリスク評価指針に反映された。8.海外での
栽培研究の基盤をアフリカ（ケニア、ボツワ
ナ等）,	 西アジア（イラン、パキスタン）、東
南アジア（ミャンマー、べトナム等）及び中
南米（メキシコ）と構築。H25年度以後、本研
究の発展として、日本で栽培実績もつ遺伝子
組換え植物を海外試験し、実用化の見きわめ
を検討する。	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